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研究成果の概要（和文）：　咽頭と尿路のHPV感染の疫学調査では、尿道炎男性患者213例を対象に咽頭うがい液と尿検
体を採取し、HPV検出率を検討した。HPV検出率は、咽頭18.3％、尿検体22.1％であった。
　次に、一般男性における尿路性器HPV感染率についての疫学調査では、823例の一般健常者を対象、亀頭擦過検体およ
び尿検体HPV陽性率は、亀頭22.8％、尿5.8%であり、尿路に比較し亀頭のHPV感染率が高かった。
　最後に、80例のMSM患者(HIV陽性率93%）における肛門・尿路HPV感染の疫学調査では、HPV検出率は肛門検体88.7％、
尿検体48.0％であった。男性においてもHPV感染は蔓延していると考えられた。

研究成果の概要（英文）： We performed three epidemiological study of HPV infection among Japanese men. 
One study on ｐrevalence of human papillomavirus infection in the oropharynx and urine among sexually 
active men showed that HPV detection rates were 18.8% and 22.1% in 213 oral and urine samples, 
respectively. The prevalence of HPV infection in the oral cavity was similar to that in the urinary 
tract. Another study investigated HPV infection rates in penile (glans) and urine samples amongh 823 
health men. HPV prevalence was 22.8% and 5.8% in penile and urine samples, respectively. HPV infection 
was more common in penis compared to urinary tract. An additional study demonstrated HPV infections in 
anus and urinary tract among 80 Japanese MSM (men who have a sex with men) patients. Most of patients 
(93%) had concomitant HIV infection. HPV infection was detected in 88.7% of anal samples and in 48.0% of 
urine. These epidemiological studies can support further adaptation for male HPV vaccination in the 
future.
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１．研究開始当初の背景 
現在、子宮頚癌の原因であるヒトパピローマ
ウイルス（human Papillomavirus; HPV）に
対する感染予防ワクチンが世界中で使用さ
れるようになった。現在のところ女性を対象
にワクチン接種が行われているが、近年、子
宮頚癌以外の腫瘍（口腔咽頭癌、咽頭癌、肛
門癌、陰茎癌など）の発生と HPV 感染との
関連性についても示唆され始め、海外では世
界 70 か国以上で男性へのＨＰＶワクチンの
適応が認められている。しかし、未だ本邦で
は男性へのＨＰＶワクチンの適応が認めら
れていない。本邦においても男性におけるＨ
ＰＶ感染の疫学調査は必要と考えるが、ほと
んど行われていない。本邦においても男性の
HPV 感染に関する疫学調査を進めることで、
男性に対する HPV 感染予防ワクチン適応を
推進すべきエビデンスとなり得ると考えた。 
 
２．研究の目的 
男性における尿路性器・咽頭・肛門における
ＨＰＶ感染率について調査を行う。 
 
３．研究の方法 
男子尿道炎患者および一般男性から、咽頭

うがい液および尿検体・亀頭擦過検体を採取
し、それぞれの検体における HPV-DNA 検出
率・HPV の型分布を、PCR 法および flow 
through hybridization 法を用いて検討・比
較する。また、液状細胞診の手法を応用して、
各検体の残りを用いてパパニコロウ細胞診
で細胞形態観察を行い、HPV 感染関連細胞形
態異常や異型細胞の有無について検討する。 
肛門検体については、MSM 患者から採取す

る。近年、MSM 患者は増加傾向にあり、HIV
感染の増加の原因となっている。その中で、
MSM 患者に生じた肛門癌と HPV 感染との関連
性が示唆され始めている。そこで、MSM 患者
の肛門擦過検体・尿検体を用いて、同様の検
討を行う。 
 
４．研究成果 
日本人一般男性における尿路性器感染率

についての疫学調査では、823 例の一般健常
男性を対象に亀頭擦過検体および尿検体を
収集し、HPV 検出率を検討した。HPV 陽性率
は、亀頭検体22.8％,尿検体 5.8%であり、high 
risk 型は亀頭検体 12.5％,尿検体 2.3％と、
尿路に比較し亀頭検体のHPV感染率が高かっ
た。性器 HPV 感染の型別頻度では high risk
型では 52 型が 28.4％と最も多く、次いで 51
型が 12.2％と多かった。年齢層別 HPV 感染率
は、性器では 20～50 歳代で高く年齢が上が
るごとに漸減傾向であった。一方、尿路では
若年者に比べ40-50歳代に高く外性器の分布
と異なる分布を示した。過去のパートナー数
10人以上,最近1年のパートナー数1人以上,
尿路 HPV 感染の存在、尿路クラミジア陽性が
男性性器HPV感染の独立した危険因子であっ
た。 

次に、男性における咽頭と尿路の HPV 感染
の比較・疫学調査では、尿道炎にて受診した
男性患者213例を対象に咽頭うがい液と尿検
体を採取し、HPV 検出率を検討した。HPV 検
出率は、うがい液 18.3％、尿検体 22.1％で
あった。両検体ともに子宮頸癌・中咽頭癌で
最も高頻度に検出される 16 型がメインであ
った。尿道炎というハイリスク集団において
咽頭にも尿路と同等のHPV感染が生じている
ことが判明した。 
最後に、MSM 患者における肛門 HPV 感染と

尿路 HPV 感染の比較・疫学調査では、80例を
対象に肛門の擦過検体および尿検体を採取
し、HPV 検出率を比較するとともに、細胞診
検体も作成し、パパニコロウ染色を行ってベ
セスダ分類に従い異型細胞について評価し
た。HPV 陽性率は肛門検体 88.7％、尿検体
48.0％であった。一方、肛門細胞診は NILM 14
例、ASC-US 40 例、ASC-H 2 例、LSIL 21 例、
HSIL 3 例であった。近年、肛門癌と HPV 感染
との関連が強く指摘されており、特に MSM の
肛門 HPV 感染による異型細胞の出現は、これ
らの関連性を支持する結果であった。 
 以上の結果から、日本人男性においても
HPV 感染は高頻度に生じていることがわかり、
副作用の問題が解決すれば、HPV ワクチンの
男性への適応も考慮する必要があると思わ
れた。 
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